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（ⅱ）

　露頭は高さ約 5m．走向はＮ 42°W，南西
に 6°前後傾斜している．黄褐色〜茶褐色を
呈する極細粒砂層と暗灰色〜暗青灰色を呈す
る砂質シルト層との砂泥互層が観察できる．
極細粒砂層の層厚は 2〜10cmのものが多い
が，層厚 25cm〜42cmを有するものが 5層
ある．下底面は浸食を示す．極細粒砂層では，
平行葉理，波状葉理，斜交葉理が観察できる．
さらに平行葉理にそって二枚貝化石が並び，
基底部に貝化石が密集した産状を示す．その
他，木片化石や細礫サイズの軽石が観察でき
る．砂質シルト層は，10〜20cmの層厚を有
するものが多いが，層厚 24cm〜40cmを有
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するものが 10 層ある．下底面は明瞭で，塊状である．層厚 20cmを有する砂質シルト層では二枚貝
化石が観察できる．露頭の東側 3か所では断層が観察できる．� （白井久雄）


